
























































































































　　　　　　　　　　　　　　　　   Ⅱ」；２単位選択必修
・1999～ 2002年度　保健体育科目：「健康科学概論」、「体育・スポーツⅠ &
　　　　　　　　　　　　　　　　   Ⅱ」、「PHYSICAL EDUCATION」
　　　　　　　　　　　　　　　  ；２単位選択必修
・2003～ 2006年度　地球市民教養科目・人間教養科目（I群）：「現代社会と
　　　　　　　　　　　　　　　　   健康」、「体育・スポーツⅠ &Ⅱ」、










　　［ ｢ 現代社会と健康 ｣を学ぶにあたっての基本的認識］ 
　　　  ※ “日常生活と健康 ”に関するアンケート
　　　  第１章  平均寿命の推移と死因
　　［ ｢ 現代社会と健康 ｣の中心的な話題］
　　　  第２章　生体成分と栄養素およびエネルギー代謝
　　　  第３章　日常の食生活を考える




【 ｢体育・スポーツⅠ｣ の実施種目 （2019 年度前期）】
　　(1) 運動種目  ①バレーボール ②バドミントン ③卓球
　　　　　　　　　（状況によりドッジボール等も紹介） 
　　(2) 救助法・人工呼吸法等の紹介と実施 
【 ｢体育・スポーツⅡ｣ の実施種目 （2019 年度後期）】





















　　　   教育学部：「栄養学概論」
　　　   看護学部：「栄養学」
29“〈健康〉ということ”に関わって









【在外研究】Dept. of Food Science & Human Nutrition, 
　　　　　　Michigan State University　2005年５月～ 2006年３月
【学術論文】・Body mass and fatness of Japanese college women and 




創価女子短期大学紀要第 38号  2008年７月
【学会発表】・Obesity, Underweight and Adiposity of Japanese College 
　　　　　　  Women and Relation to Residence 
Society for Nutrition Education, 39th Annual Conference  2006年７月
Ⅳ．「産業社会と健康管理」の授業目的、概要および授業内容



















　　【 ｢ 産業社会と健康管理 ｣を学ぶにあたっての基本的認識】
　　　  第１章　平均寿命の推移と死因
　　　  第２章　｢産業社会と健康管理 ｣に関わる法的側面
　　　　　　　　:労働衛生行政法規を中心に
　　【 ｢ 産業社会と健康管理 ｣の中心的話題】
　　　  第３章　健康診断とその見方
　　　  第４章　産業社会と日常の健康管理






　　　　(1)平均寿命と平均余命  ①日本人の平均寿命  ②平均余命
　　　　(2)平均寿命の年次推移
　　　２．平均寿命の国際比較













　　　　(1)BMI  (2)血圧  (3)肝・膵機能  (4)尿検査  (5)脂質代謝  




　　　　(1)日常の食生活で気をつけたいこと  (2)食品群の種類と特徴  
　　　　(3)四群点数法  (4)食事バランスガイド（フードガイド）
　　　３．女性のための「生活習慣病」予防
　　　　(1)肥満  (2)高血圧  (3)動脈硬化  (4)糖尿病 
　　　４．からだにやさしい食事学











































































　　【日本人の平均寿命】2018(H30) 年簡易生命表  　厚生労働省（2019.7.30）
　　　　女性 (F)   87.32(+0.05*)歳
　　　　男性 (M)  81.25(+0.16*)歳
　　　　　　   差     6.07歳　*前年度比










































　本日（2020年１月 30日）、『 “〈健康〉ということ ” に関わって ― 特に食事
そして運動 ―』とのテーマで、最終講義の機会を頂戴しました。本当に有
難うございます。






















たように、いちばん苦手な “体育 ”に 50年あまりも関わり、それを生業と
してきましたので、これからは、もともと好きだったことにも少し時間をあ
ててみたいなと、心のなかで思っています。
　
　本日は、ご清聴有難うございました。
　短大の発展と、皆様のご健康をこころより祈ります。
